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◆研究室紹介
本研究室は医工学研究科医用光工学分野を担当してい
て，令和 3年 12月現在，学部生 10名，修士 11名，研
究生 1名の学生計 22名，スタッフは松浦 祐司教授と研
究をサポートする学術研究員の計 2名で構成されていま
す．医工学研究科に所属しているものの，実験室は写真
に示すように工学系実験室そのもので，光ファイバ線引
装置や，スパッタリング装置，MOCVD装置が設置され
た製作室と，各種レーザーや分光器などを用いて，ファ
イバの特性評価や，生体組織の分析を行う測定室の 2室
からなり，さらにテラヘルツ分光装置や光パラメトリッ
ク波長可変レーザーなどの設備も有しています．おもに
光を使った非侵襲な治療・診断機器について開発を行っ
ていて，最近では中赤外分光や，深紫外・真空紫外分光
を用いた，低コストかつ小型のヘルスケア機器の開発に
注力しています．

◆具体的な最近の研究テーマと成果

テーマ 成果
■真空紫外分光法による
呼気中アセトン検出

学術誌，国際会議発表
学会賞受賞

■レーザー誘起ブレーク
ダウン分光法による毛髪
成分分析

学術誌，国際会議発表

■量子カスケードレー
ザーを用いた非侵襲血糖
値測定

学術誌，国際会議発表
学会賞受賞

■中赤外光イメージング
のための反共振型中空マ
ルチコアファイバ

学術誌，国際会議発表

■光音響法による不顕性
う蝕（虫歯）検出

学術誌，国際会議発表
学会賞受賞

■中赤外 ATR分光法に
よる血中成分分析

学術誌，国際会議発表
学会賞受賞
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◆学生の声
「光を用いた“体への負担が少な
い”診断システム」というテーマに
魅力を感じ，本研究室を選びまし
た．分光法を用いた生体組織分析
や呼気・皮膚ガスの成分分析など，
未だ実現していない新たな診断技
術の研究に携われるという点にと

てもやりがいを感じます．光学はもちろん，化学・
生物学分野の知識も必要になるという大変さはあり
ますが，実際に手を動かして（時には自分自身を測
定対象として）実験しながら，分からないことを 1

つずつ確かめていく面白さを感じています．
 （三上 のどか）
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